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沖縄県佐敷町国保へルスアツプモデル事業支援健康教育プログラム
の開発と効果評価（第２報）

－平成17年度プログラム概要とその効果一
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Abstract：Thepurposeofthis”portwastodescribetheprogTamoutlineofhealtheducationand

deploymemintheHeiseil7fiscalyear,andtoanalyzetheprog｢amparticipantﾕslifb-skiIlacquisition

pTocess，andtherelationofbehaviormodiHcationFurthcrmorainordertoexaminetbeefibctofa

healtheducationprogram・Theresultwasasfbllows，

l)Thequestionnai妃resultthatparticipantacqui妃dtheknowledgeaboutamealandexe1℃iseandIhe

changeofthcconsciousnesstoamealandexercisewasdesimble

2)Changeofthestageofdietarybehaviorincrcasedtheactionormaintenancestagefiom18.8％tｏ

56.2％(p<０１).Changeofstageofexcisebehaviorincreasetheactionormaintenamcestageftom

46.9％to56,3％(p<､05)．

3)TheresultshowedthattheskillscoreofdietaⅣchangedintentionallywith504toexpostfacto６．４

（p<,05),andthcscoreofselfLe航cacyaboutdietarychangedfiPom23､ｓｔｏ２５９(p<､01）Intbe

scoreitemaboutmovement,itimprovedintentionallyintheactivescoreeveryday(p<､05）
4)ltisthoughtthattheplanwhichaparticipantfindsapmblemhimselfandimprovewassetfbrth，

thcskillperfbrmedandevaluatedwasfb｢ｍｅ｡,anditwasconnectedtobchaviormodificationand

continuationasaTesultbycarryingouttheprogramconstitutedaimingatacquisitionofdecision-
makingskill,goalsettingskiIl1andstressmanagementskill．

習慣の改善への取り組みが地域・職域・学校など

で行われている。中でも健康教育の展開は盛んに

行われており、その内容も知識中心の情報伝達型
から行動科学的アプローチを適用した内容へ変わ

りつつある。

１゜はじめに

一昨年、沖縄県の平均寿命の全国順位が男性２６

位に転落したと発表され、長寿の危機が叫ばれる

ようになった。全国的にも生活習慣病による死因

の割合は増加傾向にあり、県民の健康意識や生活

唖琉球大学教育学部教育カウンセリングコース

科沖縄県佐敷町健康課

．’琉球大学教育学部生涯健康教育コース非常勤

輔琉球大学国保支援プロジェクト
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3．調査内容

調査内容は、食に関する評価項月として、食生

活習慣、食行動変容ステージ、食スキル、食に関

する自己効力感、運動に関する評価項目として、

運動習悩、運動ステージ、運動・スポーツ得点、

[|常活動性得点、運動に関するI÷l己効力感、iTf疋

的感慨得点、セルフエスティームに関する項圃を

アンケート調査により行った。血液検奄について

は、総コレステロール、中性脂肪、空腹時１１１糖、

ヘモグロビンA1c、クレアチニン、尿酸等の検査

を行った。身体能力テストは、長座体Iii周、握力、

上体起こし、椅子立ち上がり、１０ｍ歩行等である。

今回はアンケートにより行った生１，１１習慣等の鯛溌

結果を示す。調査結果の処jJMについては、

Microsu｢ｌExcelを用いて集計し、｜iii後の篭の検

定にはSPSS・Ver１２．０jを用いて、ｘ２検定、ｔ検定

を行った。

沖縄県佐敷町では、平成16年度に厚生労働省か

ら「国保へルスアップモデル事業」の指定を受け、

個別健康支援プログラムの開発と普及に関するモ

デル保健事業を開始した。このモデル事業のねら

いは、生活習慨改善に効果的なプログラムの実施

マニュアル作成をし、保健従事者が効果的な保健

事業が実施することで一次予防を推進し、医療費

適正化につなげることにある。その事業の一環と

して平成16年度には、行動科学的アプローチを基

礎とした教育プログラムを用いて全１３回の健康散

室を実施した。その結果、生活習慣の改善、運動

の実施状況、KII液検査及び身体能力テストの紬果

において、望ましい傾向がみられた（金城，

2005)。そこで、nll成１７年度には、平成１６年度

に実施したl31iilのプログラムを基礎に各IIilU｢村が

典施しやすい81口1に簡略化し、さらに新規の参ＤＩＩ

者を募って教室をⅢ縦した。

本研究では、平成１７年度に実施した8回構成の

救室の効果の検証を、生活習慣に対する意識の変

化や行動変容スキルの独得等のiliiから分析し、検

討を行った。

4．プログラム内容

プログラムは平成１６年度に実施された１３回の

プログラムを体系立てた8回に簡略化して構成し

た。本プログラムの特徴は行動科学的アプローチ

を基礎に、意志決定スキル目標設定スキル、ス

トレスマネージメントスキルの形成をねらいとし

構成されている点であり、その手法としてブレイ

ンストーミングやロールプレイなどを用いた参加

型の健康教室の形態で行った．さらに、健康の自

己管理能力の育成をはかるために様々な行動変容

Ⅱ方法

1．対象

住民検診時や町の広報にて教室参加の募集を呼

びかけ、その結果参加を申し出た佐敷町に在住す

る30代～60代の男女32名（男性3名、女性29名）

である（表1)。

表１参加者の属性

2．実施期間

教室開始前の平成17年６月に事前調査として、

アンケート鯛査及び血液検査、身体能力テストを

実施した。同年６月から８月にかけて週１回、全８

回の健康教室を行い、最後の教室が終了した週に

事前と同様の項目で事後調査を実施した。

技法や逆戻り予防スキルの硬得を目指した(表2)。

プログラムの構成・内容は、教室開始前に立案さ

れたものを毎回の教室が終わってからスタッフ全

員で再度検討し、参加者の心理状態や変容に応じ

て－部修正を行いながら進行した。

－２４８－
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表２プログラムの概要
Ⅲ、結果

1．健康に対する意識の

変化

「食事バランスを考えて

食べていますか？」という

質問に対して、「はい」と

答えている者の割合が事前

65.6％から、事後75.0％に

増加した。また、「自分に

合った食事の適蝋を知って

いますか？」という質問に

対して、「知っている」と

答えた背の割合が蛎前

43.8％であったのが、事後

で90.6％と有意に珊加した

(p<､001)。

「階段とエスカレーター、

あれば使うのは？」という

厄T玉石両頁］ ロ階段が多い□エスカレーターが多い

0％２０６６４０％600ＯＢ0％100％０％２０％４０％６０％８０％100％

事前騒前

事後事後

図３階段・エスカレーター､使用頻度が高いの図１食事バランスを考えています

U元EiZ石両司□知っている□知らない

0％２０％４０％６０％８０％100％０％２０％４０％６０％8096100％

蕊i蕊i議鍵ii鑿鍵事前 事前

]…事後 事後

**＊ｐ＜001
図４健康維持のための運動量を知っています図２自分に合った食の適鼠

－２４９－

回 テーマ 内容

1回
お○し＜健康づく０１ 楽しく懲康づくり竃いっていくコツは？

２回 簡騏’宙事のパラシスア,y面↑

潤腐？潤足？食ぺる方賎 >；感

バランスよく食べるには？

満足、可る禽顛法の見つけ方

回３
甑 説いしい’ヘルシーノ

浜ニュー

こころ電から疋乞喜ぶ、簡単で

JSいしいバランス度のつくり万

４回 遡動型いもOK？

わ鱈しに合う遜勘雄一

夕守

:jＬ
だt1でも、いつでも、

どこでもできる運動法

５回 巧のしい゛が蕊本ノ

～ストレス貯め鯵い健廠づく01～

ストレスのうまい対処法

6回 W､十よるＩ

~わ鱈し廟の健康づくGＩ

自分流の健康づくりの

コツをみつけてみましょう！

７回 わだし好肝の

ヘルシー〆ニュー

学習し疋知鰯をいかしだ

レシピ作りをやってみよう

回８
図 OP劇１１行凋が乙琶ら

体に市いしいしストデン

作ったレシピで鰹康づくり

閉校式
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質問に対して「階段を使うほうが多い」と答えた

者の割合が事前40.6％から事後56.3％に増加し

た。「健康のためにどのくらい運動をすればよい

か知っていますか？」という質問に対して「はい」

と答えた者の割合は事前56.3％から事後71.9％に

増加した。

０
０
０
０
０

●
巳
も
□
■
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０
０
０

４
３
２
１

否感得点ＳＥ得点

＊ｐ＜０５＊＊p＜０１

図８自己否定感と肯定感

2．行動変容ステージ

食の行動変容ステージは、健康的な食生活を実

践している者（実行期・維持期）の割合が事前

18.8％であったのが事後では562％と有意に変化

した。迦動の行動変容ステージも、運動を実践し

ている者（実行↓U]・維持期）の削合が事前46,9％

から馴後56.3％と有愈に変化した。

叩２０％４０％６０％８鴎100％

感も卵:ｉｉｉｉ２３５、事後２５．９と有蔵に|(Ⅲ｜：した

(p<､Ｃｌ)。運動に関する得点項！]においては、ｒｌ

己効力嘘、遮りjll・スポーツ得点で有懲な迩化はみ

られなかったものの、，樹くなる傾Ｉｈ１をボし、｜:|常

祈lib性１１卜点において櫛懲にiiiI-Iした(1)<､05)。

否疋的感,ii1i得点は高値ほど|訓己に対する否定的

感情が強く、ストレスを感じやすいといわれてお

り、事前14.2、事後12.8と望ましい変化がみられ

た（p<､０１)。セルフエフィカシー得点は、事前

27.8、事後29.4と有意に向上した（p<､05)。

iii==簔雲i竺些豐豐罵篝函飼

＊＊

「１１‐－１－－‐］事按

図５食の行動変容ステージ ＊*p＜､0１ 4．血液検査結果及び身体能力テスト結果

血液性状はほとんどの項目において改善の傾向

がみられた。総コレステロールは事前202.5ｍｇ

/dLであったのが事後では192.51119/dLに有意に改

善した（p<05)。へそ周囲は事前の平均が89.1cIll

であったのが事後では85.6cmと有意に改善の傾向

表３血液検査及びBＭｌ

砿200＄４邸６０％８０％100％

事前

＊

「
－
－
Ｊ

事後

-1霞霊-1露ilHi露1厘i臺一図６運動の行動変容ステージ *p<､0５

$1km！；鮒ＭＩｉｌ

3．スキル得点

食に関するスキル得点は、事前5.4から事後6.4

と有意に変化し（p<､０５)、食事に関する自己効力
中中
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鈍
銅
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１
１

皀嘉言讓|霧巨蘓至i蕊=蕎露
食スキル食80「

図７スキノレ得点
辺遜･『④■■0スポーツ得回日常居、性毎点

＊p<０５＊*p<､0１

ｍＰ８団臥
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表４身体能力テスト結果
をE１分自身でコントロールしていくセルフケア能
〃（自己管理能力）を形成することは難しい。そ
こで水プログラムでは、自分の課題や生活行励の
'１１１題を自分同身で分析・明確化し、その解決策を
Ⅱlら打ちIlL目標を設定していくスタイルを毎回
の教室で行い、さらに教室日以外に日の自己管理
をセルフモニタリングを通して行った。その内容
は紘回の敬電でモニタリングシートや活mIjを通し

評価を行った。評価内容はい行動を継続するため

の行勅変容技法の紹介や、前向きに自己評価をす

るiiliii1j、ド1標の修正やレベルアップの仕方などで．

化活行動を改善しようとする際に陥りやすい心理
状態を考磁して、ブレインストーミングやロール

】篝iffiiiiiiTim
を,股した（１）〈.Ｏ()Ｉ）。ＢＭＩもl1Fliiiの平均では、

25」であったのがﾘﾄﾞ後では24.4とｲ】意に改灘した

(1)〈.()01)．

艸体能ﾉﾉにおいては、握力がわずかドがったも

の、ちくの項｢1で望ましい改善がみらオ'た。災13‘

HNIiiiliilではliIiijの平均が38.6cluであったのが、戦

後では42.7(，､'と有意にＩｆ１Ｉ:した（l〕<､001),，ｌ()n，

将ノル行では、』'1:1Mi5.23秒であったのが、（1]僧後で

は5.0()秒と望ましい変化がみられた（p<､05)。

状態を琴噸して、ブレインストーミングやロール

ブレイ聯の活動を通して行った。

リドIiii311I後に行ったアンケート鋼査から健康に対

する意識や生活習悩の改善に向けた行動の面で望

ましい変化がみられている。生活行勅に課題を他

の人から惰摘されるのではなく、生活習慨の撮り

返り方や食事の分析の仕方など、課題を自分自身

で見つけていく方法を教室の活動を通して学習す

ることで、普段の生活の中でも生活行動を自分な

りに分析することができ、意識の変化につながっ

たものと考えられる。また、これらの課題に対し、

解決策を打ち出し自分の生活に合った目標を設定

していく過程を繰り返し行い、実践に結びつくス

キルの形成を図ったことが行動変容ステージの変

化につながったものと考えられる。さらに、評価

の面においてもポジティブ・フィード

Ⅳ、考察

本プログラムは、行動科学的アプローチを基礎

に撒志決定スキル、目標設定スキル、ストレスマ

ネージメントスキルの猶得を目指し梢成されてい

る（図9)。多くの人々は多様な価値観や環境の中

で化活をしており、こうした背景を十分に理解し

配M《しサポートしなければ、本人が望ましい行動

fiifF1i箒薑雷iii霞！
バックの手法や前向き自己会話を取り

入れることで健康行動を妨げる自己否

定感情に対応し、行動を改善する技術

や継続させるスキルの向上につながっ

たもの考えられる。

鑿罎Ｉ
Ｖ、まとめと今後の課題

本研究では、行動科学的アプローチ

を用いた健康教室を開催し、教室前後

における参加者の生活行動の変化をプ

ログラムの内容と照らし合わせて検討

した。意志決定、目標設定、さらにこ

れらの目標を自ら評価し修正していく

活動を毎回の教室で取り入れたこと

で、参加者自身が自ら目標を設定・実

⑭

図９教室におけるライフスキル獲得過程と行動変容(金城、2005）
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